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    文責：櫻 田 (教頭) 

「もういっぺん」の勇気 

             校 長 木 村 文 江 

  先日、目にした活字の中に、 

  「人は、何度やりそこなっても、『もういっぺん』の 

勇気を失わなければ、必ずものになる。」 

という一文がありました。これを読んだときに、深く心に

染み入るものを感じると同時に、本校の２年生のある姿

が浮かんできました。 

 １１月２１日の昼休みのことでした。校舎４階の図書室

に向かおうとしていた１年生が、校長室内のいつもとは

違う様子に気づき（ドアは、寒くない限り開けられている

ので、中の様子が自然に目に入ります）、「えっ！何で

今日、２年生、九九やりに来ないの？」と、驚いたように

私に尋ねてきました。 

 １０月～１１月のこの時期、２年生は、『九九の学習』に

どっぷりとつかります。まずは、九九の概念について学

び、その後は各段ごとの九九の構成と暗唱、そして、九

九を使った問題等々の学習へと移っていきます。 

 担任の先生から九九の各段ごとの暗唱に合格をいた

だいた２年生の子どもたちが、校長室へ来始めたの

は、１０月の下旬。去年の２年生もそうでしたが、『九九

校長先生テスト』を受けさせようと、担任の先生が私のと

ころへと向かわせてくれたのです。 

 なんでもそうだと思いますが、一見、子どもたち個人

の努力と思われがちな九九の暗唱は、周囲の励ましや

その場の環境で定着度に大きな差が出てくるそうで

す。そこで、担任ばかりではなく、父母、祖父母、兄弟

姉妹というように聞いてくれる人、教室、廊下、特別教

室、居間、お風呂場等々といった場所、椅子に座りな

がら、立ちながら、歩きなが 

らといった体勢等を変えて 

唱えていくと、より定着度が 

高まるそうです。いろいろな 

変化が脳への刺激になるか 

らなのでしょうか。また、考え 

てみれば、様々に環境を変 

えるということは、それだけ、 

何度も何度も暗唱の練習が 

なされているからなのでしょう。 

 校長室では、１の段から９の段まで全てを１回で合格し

た子は１人もいませんでしたが、私に何度ダメ出しされ

ても、２年生は、決して、途中で諦めませんでした。１日

に同じ段のテストを何度受けに来たことでしょう。長い休

み時間等を利用して来てくれていたので、次の授業が

始まる５分前のチャイムが鳴ると、「校長先生、昼休みに

また来ます。」、「放課後、また来ます。」、「明日また受

けに来ます。」と、元気よく教室に戻っていきました。 

 それを繰り返すこ 

と約１ヶ月。丁度、 

前述の１１月２１日、 

１年生の子が校長 

室の変化に気づい 

たその日で『校長先 

生テスト』は終了。 

     （上） 各段の合格シール 

「もういっぺんの勇気を失わなければ、必ずものにな

る」というその言葉どおり、２年生はやってのけました。

「昨日お母さんといっぱい（九九の）練習したんだ！」、

「お家に帰ったら（合格したことを）、お母さんに教えよ

う！」、「合格したって教えたら、お母さん、すんごく喜ん

でました！」というように、会話の一部からもお家での練

習がなされていたことを垣間見ることができました。応援

ありがとうございました。 

 校長室では、各段の合格者が出る度に、テストの順番

を待っていた仲間たちから、「お～～っ！！」と歓声や

拍手が沸き起こったり、途中で間違えると、「あ～～

～。」とため息が漏れたりと、同じ目標に向かってがんば

っている仲間を応援する子どもたちの姿も見られまし

た。時には、担任の先生がこっそり聞いてくれていたり、

他の先生方や５年生が拍手をしてくれたり、３年生が「あ

っ、去年やった！」と言ってくれたりと、校長室の前の廊

下から、いろんな人が見守り、励ましてくれていました。 

 これからも様々なことが子どもたちを待ち受けていま

す。一人ひとりが夢や目標、やらなければいけないこと

に向かい、自分に「もういっぺん」と言える勇気をもって

挑戦してくれることを願います。そして、私たち大人も子

どもたちがやりそこなったときに「もういっぺん」と言える

勇気を持ちたいものだと思いました。 
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      ～～下級生を楽しませるために～～ 

  １１月１４日（金）、全校で『莨小っ子集会』を行いまし

た。これは、高学年（４・５・６年）が、低学年（１・２・３年）

に楽しんでもらうために、企画から運営までする集会で

す。そして、作り上げたゲームは、次のようなものでし

た。  

○６年生…輪投げ・新聞じゃんけん・ブロック積み 

○５年生…鉄球の試練・インベーダー玉入れ 

○４年生…神経衰弱 

 ６年生が３つ、５年生が２つ、４年生が１つのアトラクシ

ョンを担当しました。どれも楽しそうな工夫がいっぱいで

参加した低学年からも歓声や笑顔がたくさん見られまし

た。『これぞ、莨小っ子！』、上級生のパワーと優しさい

っぱいの集会となりました。 

 

 

 

    

 

 

 

             

 

 

 

 

                   

 

             

 

 

   莨小っ子集会より～楽しそうな笑顔がいっぱい！～ 

 

～～第２回地域懇談会開かれる～～  

 １１月１８日（火）、２１名の関係者（学校評議員、町会

長、民生委員、堤町交番、交通安全協会堤支部、ＰＴ

Ａ関係者、学校関係者）が集まり、第２回目の地域懇談

会が開催されました。今回から、進学先中学校にも参

加していただき、本校児童や子どもたちを取り巻く環境

について、活発な意見交換がなされました。インターネ

ット上の問題点や危険性についての理解が深まりまし

た。 

 ご参加いただきました皆様、ありがとうございました。 

   

１２月の主な行事予定 

１日(月) 安全点検 特訓 

２日(火) 全校朝会 参観日④ すくすく健康会議 

３日(水) 特訓 児童ｱﾝｹｰﾄ実施 保護者ｱﾝｹｰﾄ配付 

４日(木) 特訓 漢字・計算ﾁｬﾚﾝｼﾞ② 委員会活動 

１０日(水) 集金日 大清掃（６校時） 外国青年来校⑫ 

         保護者ｱﾝｹｰﾄ締め切り 

１１日(木) 読み聞かせ会（２・３校時） 学区巡回 

       クラブ活動（最終回・３年見学会） 

１６日(火) 児童集会 青森放送見学（５年） 

１７日(水) 全校なわとび検定④  

１８日(木) 午前授業 

 ２２日(月) ２学期終業式 

 ２３日(火) 天皇誕生日・冬季休業日（～１/１４） 

※ 下校時刻の詳細については、「下校時刻変更のお

知らせ」をご覧ください。 

 

～～実りの秋その１ ―芸術編― ～～ 

 作品展の入賞のお知らせがぞくぞく届いていますの

でご紹介いたします。おめでとうございます。 

○第３４回青森市小学校硬筆展 

銀賞…５年 太田 □□さん 

入選…５年 薮内 □□さん 

○第４５回文集あおもり 

【詩の部】     特選…２年 鹿内 □ さん 

入選…２年 平田 □□さん １年 塩谷 □□さん 

１年 小野 □□□さん 

【作文の部】 準特選…２年 髙杉 □□さん 

○第39回ねぶた祭・北畠まつり絵画ｺﾝｸｰﾙ 

          佳作…５年 太田 □□さん 

○第２９回青森県営浅虫水族館図画展 

青森見知事賞…２年 塩谷 □□さん 

        銀賞…２年 小枝 □□さん 

             入選…２年 鹿内   □さん 

○第２６回ＭＯＡ美術館青森児童美術展 

 佳作…２年 佐藤 □□さん ２年 塩谷 □□さん 

      ５年 太田 □□さん ５年 工藤 □□さん 

○平成２６年度納税作品コンクール 

  優秀賞…２年 鹿内 □さん ２年 濵根 □□さん 

○第８２回東奥児童美術展 

          推  奨…３年 田中 □□さん  

準特選…４年 太田 □□さん 

         入  選…４年 齊藤 □□さん  

佳  作…３年 木村 □□さん 

 


